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南
部･

東
部
地
域
振
興
対
策
特
別
委
員
長
報
告

南
部･
東
部
地
域
振
興
対
策
特
別
委
員
会
に
お
け
る
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
並
び
に

審
査
の
経
過
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
七
月
の
委
員
会
設
置
以
来
、
南
部
振
興
基
本
計
画
及
び
東
部
振
興
基
本
計

画
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
内
の
実
情
を
含
め
、
各
般
に
わ
た
り
調
査
並
び

に
審
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
初
度
委
員
会
に
お
い
て
は
、
地
域
振
興
策
、
林
業
振
興
策
、
道
路
の
基

盤
整
備
等
の
主
要
な
施
策
の
概
要
及
び
「
奈
良
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
方
針
」
の

改
定
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ス
イ
ス
型
森
林
管
理
制
度
や
奈
良
型
作
業

道
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
奈
良
型
作
業
道
を
設
置
し
や
す
く
す
る
た
め
、

設
置
基
準
を
緩
和
す
る
な
ど
柔
軟
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
県
産
材
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
県
産
材
使
用
住
宅
へ
の
補
助
の
あ

り
方
を
工
夫
す
る
よ
う
に
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
県
内
調
査
と
し
て
、
救
急
搬
送
や
災
害
時
の
救
援
物
資
輸
送
、
ま
た
県

南
部
地
域
の
観
光
振
興
や
産
業
振
興
を
担
う
重
要
な
道
路
で
あ
る｢

丹
生
バ
イ
パ

ス｣

の
現
地
調
査
、
そ
し
て
、
村
内
の
高
齢
者
等
の
生
活
不
安
を
解
消
し
、
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
村
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
移
動
ス
ー
パ
ー
事
業
や
宅
配
事
業

等
に
取
り
組
む
「
一
般
社
団
法
人
か
わ
か
み
ら
い
ふ
」
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
九
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
南
部
・
東
部
地
域
の
市
町
村
と
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
連
携
協
定
、
京
奈
和
自
動
車
道
（
御
所
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
～

五
條
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
開
通
後
の
橿
原
高
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の

渋
滞
状
況
、
施
業
放
置
林
対
策
な
ど
の
質
疑
が
行
わ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
連
携
協
定
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を
締
結
す
る
際
に
は
、
市
町
村
と
と
も
に
、
長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ら
れ
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
提
出
予
定
議
案
の
説
明
の
他
、
平
成
二

十
九
年
十
月
に
発
生
し
た
台
風
二
十
一
号
に
よ
る
被
災
状
況
等
の
説
明
を
受
け
る

と
と
も
に
、
公
共
工
事
の
入
札
・
契
約
の
あ
り
方
、
災
害
発
生
時
の
部
局
横
断
連

携
体
制
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
間
討
議
で
は
、
過
疎
化
の
進
む
南
部･

東
部
地
域
に
お
い
て
、
住
み

た
い
人
が
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
委
員
会
と
し
て
も
、
南
部

・
東
部
地
域
振
興
の
た
め
の
新
た
な
施
策
を
提
案
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

次
に
、
二
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
提
出
予
定
議
案
と
し
て
次
年
度
当
初
予
算

案
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
の
導
入
状
況
、
次
年
度
の
新

規
事
業
「
奥
大
和
豊
か
な
暮
ら
し
提
案
店
舗
展
開
事
業
」
の
実
施
内
容
、
森
林
環

境
税
に
基
づ
く
施
業
放
置
林
の
整
備
、
南
和
地
域
の
医
療
体
制
な
ど
、
各
般
に
わ

た
り
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
、
以
下
、
五
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
要
望
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

一

中
南
和
地
域
に
多
く
存
在
す
る
自
然
と
文
化
の
観
光
資
源
に
つ
い
て
、
行
政

境
界
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
観
光
交
流
を
中
心
と
し
た
地
域
振

興
を
推
進
さ
れ
た
い
こ
と
。

一

ス
イ
ス
型
森
林
管
理
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
森
林
組
合
や
山
主
等
が

理
解
を
深
め
、
県
と
連
携
し
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
丁
寧
な
説
明
・
対
応
等
に
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努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

一

南
部
・
東
部
地
域
に
お
け
る
国
道
の
整
備
促
進
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
国

に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
こ
と
。

ま
た
、
県
に
お
い
て
も
道
路
整
備
へ
の
予
算
の
充
当
に
つ
い
て
、
配
慮
し
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
。

一

京
奈
和
自
動
車
道
の
各
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
主
要
国
道
・
県
道
ま
で
の

ア
ク
セ
ス
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
接
続
す
る
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
渋
滞
緩
和
対
策
を
図
ら
れ
た
い
こ
と
。

一

へ
き
地
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
へ
き
地
校
に
お
け
る
複
式
学
級
編
制
基

準
の
緩
和
を
国
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
こ
と
。

ま
た
、
県
立
高
等
学
校
の
適
正
化
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
南
部
・
東
部

地
域
の
中
学
生
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
高
校
と
な
る
よ
う
、
特
色
あ
る
高
校
づ

く
り
に
取
り
組
ま
れ
た
い
こ
と
。

な
お
、
今
後
も
、
当
委
員
会
に
お
い
て
は
、
南
部
・
東
部
地
域
の
振
興
に
あ
た

り
、
「
南
部
振
興
基
本
計
画
」
及
び
「
東
部
振
興
基
本
計
画
」
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
慎
重
に
審
議
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
申
し
上
げ
て
中
間
報
告
と
い
た
し
ま
す
。


